
「
金
滞
古
蹴
志
巷
五

長
四
年
、
新
丸
に
取
固
な
き
以
前
は
、
河
北
門
外
は
武
士
・
町
人
等
雑

居
し
て
、
家
屋
濯
機
す
と
ま
ふ
。
三
州
志
来
因
概
斑
附
録
に
一
宮
ふ
。

河
北
・
石
川
二
門
名
は
、
河
北
・
石
川
二
郡
に
各
向
ふ
門
と
云
ふ
義
成

る
ぺ
し
。
河
北
門
の
名
は
‘
天
正
十
一
年
高
徳
公
能
州
七
尾
よ
り
蛍

披
へ
移
り
給
ふ
時
、
小
坂
口
を
疋
門
と
た
す
と
ま
で
有
り
て
、
此
の

時
未
だ
門
名
は
無
か
り
き
と
見
ゆ
。
翌
年
十
二
年
、
能
州
末
森
後
援

の
時
、
河
北
門
よ
り
出
馬
し
給
ふ
と
あ
る
も
の
、
是
其
の
門
名
を
云

ふ
始
め
た
る
か
。
是
よ
り
後
の
書
に
は
多
し
と
い
へ
り
。
卒
衣
按
宇

る
.K
、
能
州
鳳
至
郡
東
磯
村
彦
三
郎
由
緒
魯
に
、
間
代
先
彦
十
郎
、

七
尾
の
械
に
相
詰
居
候
底
、
末
森
城
h
佐
々
内
競
助
被
=
寄
付
↓
早
速

御
注
進
申
度
、
浦
還
り
は
往
来
成
り
難
く
、

mm
咋
ヘ
出
て
、
渡
漣
を

遺
ひ
行
き
、
金
湾
御
披
へ
懸
け
付
け
、
河
北
御
門
迄
来
て
申
上
ぐ
。

依
而
潟
昌
御
褒
美
-
銭
一
貫
文
被
v
下
。
と
見
h
.
田
畑
兵
衛
の
由
緒
書

に
は
‘
城
主
助
右
衛
門
殿
書
欽
を
被
v
添
、
金
津
御
城
御
玄
関
へ
直
に

馳
せ
渚
き
、
有
株
箱
指
上
げ
、
御
注
進
申
上
ぐ
。
と
あ
り
。
さ
て
河

北
門
の
名
は
、
此
の
時
よ
り
稽
し
初
め
た
る
に
は
非
4
1
0

利
家
卿
入

城
の
初
め
よ
り
稽
し
来
る
門
名
た
る
べ
し
。
綱
紀
卿
の
時
、
三
州
奥

地
図
挺
定
の
事
件
あ
り
て
、
加
賀
・
能
登
雨
園
都
名
の
儀
に
付
進
建

形
門
の
石
垣
に
‘
色
々
の
合
紋
あ
り
。
諸
士
の
役
夫
、
己
が
主
人
の

相
験
を
彫
り
付
け
た
る
も
の
也
。
中
に
も
∞
は
長
氏
の
合
印
な
り
と

い
へ
り
。
叉
今
枝
直
方
筆
記
に
、
家
殿
目
、
於
=
小
松
-
微
妙
院
殿
御

哨
衆
を
被
'
喚
て
、
筑
前
此
地
へ
越
え
て
、
械
の
様
子
、
何
々
を
ぽ
肝

要
陀
一
候
血
管
候
哉
と
御
棒
ね
有
り
し
に
‘
日
外
御
入
歩
成
候
節
、
就

中
三
之
丸
石
垣
を
殊
の
外
御
血
管
め
被
ν
成
候
と
申
上
げ
L

れ
ば
‘
左
あ

る
ぺ
し
。
筑
前
な
ら
で
は
、
此
の
虎
口
合
点
参
る
ま
じ
き
と
仰
せ
ら

れ
.
御
満
足
被
v
成
け
る
云
々
。
と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
‘
右
は
少
将

光
高
卿
.
寛
永
十
六
年
六
月
利
常
卿
の
譲
り
を
請
け
給
ひ
‘
周
年
間

十
一
月
入
部
し
給
ひ
、
利
常
卿
は
翌
十
七
年
六
月
小
松
へ
入
城
し
給

う
て
後
の
御
専
ね
た
る
べ
し
。
筑
前
な
ら
で
は
此
の
虎
口
合
点
参
る

ま
じ
き
と
の
仰
せ
に
で
も
、
光
高
卿
は
儒
皐
の
み
た
ら
宇
、
兵
畢
に

も
上
建
し
給
ふ
事
知
ら
れ
け
り
。
賞
披
大
手
の
升
形
怠
る
が
ゆ
ゑ

に
、
虎
口
と
.
は
宜
ひ
た
る
な
る
ぺ
し
。
叉
可
観
小
説
に
、
微
妙
公
小

松
の
裁
に
隠
居
し
給
ふ
後
民
、
陽
庚
公
東
都
御
在
府
中
.
或
時
金
津

大
手
持
議
石
垣
の
内
在
る
大
石
一
つ
小
松
御
披
に
御
入
用
也
と
て
、

御
使
の
者
人
夫
召
具
し
取
り
に
来
れ
り
。
執
政
本
多
安
易
守
政
重
・

横
山
山
城
守
長
知
承
h
y
、
御
按
石
垣
石
の
儀
は
不
a

存
寄
一
衣
第
也
。

金
滞
古
蹟
志
巷
五

四

容
に
、
加
賀
郡
・
能
登
郡
と
申
儀
者
上
古
之
儀
、
い
つ
頃
河
北
郡
・
鹿

島
郡
与
相
改
候
哉
、
共
段
且
而
相
知
不
v
申
候
。
大
納
言
利
家
時
分
之

授
文
た

E
に
も
、
河
北
郡
・
鹿
島
郡
与
有
v
之
。
金
海
域
門
友
ど
も
、

河
北
郡
に
向
申
を
則
河
北
門
与
申
候
。
元
共
以
前
之
城
主
よ
り
唱
来

申
儀
に
候
哉
、
・
其
段
は
相
知
不
砂
申
と
云
々
。
按
宇
る
に
、
若
し
く
は

佐
久
間
氏
以
来
稀
し
来
れ
る
に
や
あ
ら
ん
。

O
升

形

門

此
の
門
は
河
北
門
の
外
た
り
。
升
形
に
建
て
た
る
門
・
な
る
に
よ
り
、

升
形
門
と
呼
ぺ
り
。
拾
築
名
言
記
に
云
ふ
。
利
長
卿
の
時
、
河
北
門

の
先
き
升
形
を
ぽ
、
利
常
卿
仰
上
げ
ら
れ
築
か
し
め
給
ひ
、
大
形
出

来
せ
し
鹿
へ
、
篠
原
出
初
上
方
御
伎
を
消
し
蹄
り
来
て
申
上
ぐ
る
。

此
所
は
、
御
城
の
大
手
怠
り
。
石
小
く
て
見
苦
し
く
候
と
て
、
打
崩

し
築
き
芭
す
。
此
時
予
思
ふ
は
、
我
に
家
替
御
諮
り
あ
ら
ば
、

m
m

を
成
敗
す
べ
し
と
思
入
っ
て
居
。
家
督
拝
領
し
て
思
ふ
は
、
出
初
程

の
者
叉
持
つ
事
か
た
し
、
成
政
は
思
ひ
も
よ
ら
や
と
。
紳
戸
消
庖
杯
へ

御
物
語
被
v
成
と
云
ひ
停
ふ
。
と
あ
り
。
さ
れ
ぽ
鹿
長
年
中
、
利
常
卿

未
だ
世
子
た
り
し
頃
築
か
れ
し
石
垣
也
。
柴
野
美
啓
の
亀
尾
記
に
、

戸
室
石
は
務
士
の
歩
役
人
を
出
し
て
共
用
を
勤
む
。
今
河
北
門
・
升

何
程
御
用
に
て
も
、
少
将
公
の
御
指
間
無
v
之
内
は
難
v
成
と
て
、
共
の

趣
を
東
都
へ
言
え
し
け
る
に
、
少
将
公
御
自
筆
に
て
?
賛
門
公
御
年

寄
ら
せ
ら
れ
た
れ
ば
‘
如
何
ゃ
う
の
事
に
て
も
.
御
心
に
障
ら
ぬ
や

う
に
設
し
可
v
然
よ
し
仰
せ
下
さ
れ
‘
共
の
端
容
に
、

芦
の
業
を
落
せ
ば
雁
の
聾
ぞ
す
る

す
た
ほ
た
き
子
は
親
の
わ
づ
ら
ひ

と
蛾
せ
給
ひ
た
り
。
扱
共
後
閑
人
を
小
松
へ
召
さ
れ
.
御
饗
肱
有
り

て
、
右
石
の
事
仰
せ
ら
れ
、
額
母
敷
思
召
よ
し
御
意
あ
り
と
い
へ
り
。

今
按
宇
る
に
、
微
妙
公
夜
話
鋒
に
、
本
丸
民
有
v
之
石
の
内
、
庭
石
に

御
入
用
と

τ‘
取
り
に
被
v
港
、
少
将
公
ヘ
伺
ひ
け
る
に
、
仮
令
大
乎

石
垣
の
角
石
に
て
も
、
機
を
埴
ち
て
可
昌
差
上
-
筈
の
由
御
番
被
昌
成
下
↓

と
あ
り
。
是
を
遁
聞
し
、
前
額
の
如
く
載
せ
た
る
・
な
る
べ
し
。

O
石

川

門

此
の
門
は
鏑
手
の
正
門
に
て
.
此
の
門
よ
り
右
方
怠
る
捕
を
蓮
池
網

と
稽
し
、
左
方
な
る
掘
を
ぽ
白
鳥
掘
と
呼
べ
り
。
雨
掘
の
聞
は
‘
所

開
土
橋
と
い
ふ
ぺ
し
。
有
海
武
貞
の
金
滞
細
見
回
舗
に
‘
承
膝
・
明

暦
の
頃
ま
で
は
‘
三
J

丸
河
北
・
石
川
雨
門
を
無
v
滞
貧
賎
老
少
男
女
共

往
来
せ
し
底
、
白
鳥
堀
へ
往
来
の
女
身
を
投
げ
L
る
よ
り
、
普
通
の

五




